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取締役社長

株式会社 熊谷組

株式会社熊谷組は、建設事業を行う企業としての社会的責任を全うし、事業を通じて起こリ得る
環境負荷を明確にし、可能な限り防止するなど、持続可能な社会の実現に向けた以下の取組みを
進めてまいります。

株式会社熊谷組は、上記取組みの進捗状況、結果について年次報告書などで積極的に公表するとともに、環境省へ報告します。

1．建設事業を通じて「低炭素社会」の構築を推進します。
●工事施工時のCO2排出量を、建設機械、車輌の省燃費運転の徹底等により、以下のとおり削減します。
　

●建物運用時のCO2排出量の低減のために、CASBEE評価等の実施により企画設計段階において積極的に省エネ・ゼロ
エミ建築を提案します。

2．工事現場において「循環型社会」の形成を推進します。
●工事で生じる廃棄物を削減するため、３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の推進に努め、2020年度には
全ての作業所で混合廃棄物の排出量を以下のとおりにします。
　・建築工事の目標値：混合廃棄物の排出量が　延床面積あたり　10kg／ｍ2未満
　・土木工事の目標値：混合廃棄物の排出量が　工事金額あたり　0.5t／億円未満
●建設資機材の購入にあたり、リサイクル製品、環境への影響を低減した製品などを可能な限り選定します。
●2020年度目標を定め、全ての作業所でグリーン購入に取り組みます。
　・建築工事の目標値：グリーン購入率（※）15％以上
　・土木工事の目標値：グリーン購入率（※）21％以上 ※グリーン購入率＝グリーン品目購入費÷工事金額

3．「自然共生社会」を目指し、生物多様性に配慮した取組みを推進します。
●熊谷組「生物多様性への取組方針」に則り、自然環境保全に関する法令を遵守するとともに、生物多様性に配慮
した、設計および施工、技術開発、社会貢献活動に積極的に取り組みます。
●工事施工時に、全ての作業所において生物多様性についての評価を行い、生物多様性の保全および持続可能な利用に
配慮し、行動します。

４．環境に配慮した技術、手法の開発、改良、普及に努めます。
●2020年度までに、環境に配慮した技術の開発、適用を45件以上実施します。

５．地域社会の環境保全活動に積極的に参加します。
●地域社会の美化のために、事業所および作業所周辺地域の清掃を行います。
●次世代を担う子どもたちへの環境学習を支援します。
●地域の主催する環境保全活動に全社で参加します。

６．環境情報を積極的に開示し、コミュニケーションに努めます。
●環境パフォーマンス、取組内容の進捗状況などについて、様々なステークホルダーと双方向のコミュニケーションを
保ちつつ、率先して改善に努めます。

総量 原単位 総量 原単位 総量 原単位
4.8 20.6 3.7 16.4 1.8 8.2

建築工事 - 10.2 - 8.2 - 4.1
土木工事 - 39.4 - 31.5 - 15.8

25 18 42 35 71 67
※全社目標は目標策定時の売上げ、建築工事と土木工事の比率を前提に設定

2020年度 2030年度 2050年度

排出量目標
全社目標※

削減率（％） 【2013年度比】

単位：総　量：万t-CO2
原単位：t-CO2/億円（工事金額１億円あたりのCO2排出量）


